














Intermitent Hypoxia Up-Regulats CL2, RETN, and TNFαmRNAs in Adipocytes via 
Down-regulation of miR ・452.
間欺的低酸素被曝は、脂肪細胞において micro RNA-452 の発現低下を介して CL2 、
Resitn 、TNFα の発現上昇を引き起こす
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イポカインの変化を検討したところ、CL2 、resitin およびTNFα の増加が認められた。
この 3種のアディポカインの発現制御に共通するマイクロRNA をin silico で検討した
ところ、 miR-452 が抽出された。 miR-452 は間欠的低酸素処理した脂肪細胞では発現が
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